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軟包材マテリアルリサイクルの仕組み　　　　　　　　　　
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マテリアルリサイクル
軟包材のマテリアルリサイクルの仕組み
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軟包材のマテリアルリサイクルの仕組み
•廃プラスチックの削減（廃プラの再利用、再生品の品質向上）
•化石資源使用の削減（廃プラ再利用による代替）
•廃プラスチックの削減（廃プラの再利用、再生品の品質向上）
•化石資源使用の削減（廃プラ再利用による代替）

•軟包材の製造工程で発生する廃プラを回収し資源として再利用する仕組みです（実証試験中）
•これまで困難とされてきた軟包材から軟包材へのリサイクルを達成し、廃プラスチック削減へ貢献します
•三井化学グループのみではなく、軟包材に代表される業界の皆さまの協賛を得て、取組みの輪を拡げてい
きます
•回収、印刷除去、造粒プロセスを経て、軟包材に使用出来る原料を作り出す、消費者に分かり易い仕組みを
目指します

◆実証試験の流れ
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廃プラスチックフィルムご提供 （株）フジシール、大日本パックェージ（株）、日本パッケージング（株）、（株）山崎プリント、アジヤアルミ（株）
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循環原料回収 印刷除去 造粒（ペレット化） 再利用（例︓フィルム化）

◆実証試験のスコープ
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